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新潟県病害虫発生予察速報第９号 

（かきのフジコナカイガラムシ第２世代幼虫の発生時期について） 

 
 

１ フェロモントラップでの第１世代雄成虫の誘殺状況 

（１） フェロモントラップ調査において、本種第１世代雄成虫の誘殺ピークは、新潟市西蒲区、秋

葉区ともに 7月 19日調査時に認められた（図１）。 

（２） 誘殺ピークがみられた時期の調査間隔（竹野町：7／13～7／19、真木野：7／9～7／19）の

中心日を起点日とし、有効積算温度シミュレーション（日本植物防疫協会提供）により予測し

た１～２齢幼虫期は表１のとおりである。 
 

   
図１ 第１世代雄成虫の誘殺状況 

 

 

 

表１ 起点日から予測した１～２齢幼虫期 

調査地点 起点日 １齢期 ２齢期 

新潟市西蒲区竹野町 7 月 15 日 8 月 5日～8月 14 日 8 月 15 日～8月 21 日 

秋葉区真木野 7 月 13 日 8 月 2日～8月 10 日 8 月 11 日～8月 17 日 

    
  （注１）新潟市西蒲区は、アメダス巻地点、秋葉区は同新津地点の毎正時気温を使用し、発育上限温度を30℃とした。 

  （注２）7月 27 日までは実測値、これ以降は平年値を使用した。 

 
 

 

 

 



 
２ 防除時期と防除上の注意点 
（１） 有効積算温度から推測される防除時期は表２のとおりである。 

 

表２ 第２世代幼虫の防除時期 

調査地点 起点日 防除時期 

新潟市西蒲区竹野町 7 月 15 日 8 月 9日～8 月 17 日頃まで 

秋葉区真木野 7 月 13 日 8 月 6日～8 月 13 日頃まで 

   

  (注１) 防除時期は、発育ステージのばらつきを考慮して１齢期後半～２齢期の初期までとした。 

  （注 2）本予測は７月 28 日時点のものである。 

 

（２） 本種はヘタの隙間などに潜むため、薬剤は高圧で吹き付け、かけむらがないよう十分な薬量

を丁寧に散布する。園地周縁部の薬剤のかかりが悪いところは補正散布を行う。 

    また、防除に当たっては、拡展性の高い展着剤（まくぴかなど）の加用が有効である。 

（３） 薬剤の選択に当たっては、天敵に影響が少ないとされるアセタミプリド水溶剤やピリフルキ

ナゾン水和剤などを散布する。なお、使用回数等の農薬使用基準には十分注意する。 


